令和3年度　成田中学校防災活動応援プロジェクト

【成田中学校「地域との防災活動」経緯について】
・地元町内会及びPTA並びに中学校を支える団体の提案を契機に、平成27年度～令和元年までの5年間、成田中学校は年に１度土曜日を出校日として「地域との防災活動」を行ってきました。
・協力団体は、富谷市を筆頭に成田地区三町内会はじめ12団体。
・現在は、コロナ禍のために地域の方達との活動は難しい状況ですが、これまでの貴重な活動を途絶えさせたくないという中学校の意向を受け、令和3年度は富谷市社会福祉協議会のご協力を得ながら防災活動を行うことになりました。

【応援プロジェクト立ち上げ理由】
・コロナ禍という大変な状況でも、敢えて「防災のための時間」を作り、地域とのつながりをこの先にも繋ごうとする成田中学校の志に深く共感し、それを支えるためのアクションです。

【令和3年度活動計画】
◇日時：令和3年6月25日
　内容　防災講話（増田恵美子・本間照雄）
◇日時：令和3年7月2日（金）５，６校時
　内容
①災害が発生したという設定での避難訓練
②3年生は、避難所開設体験
③1，2年生は、被災者としてトリアージを受ける被災者模擬体験
　防災講話（避難所が開設まで富谷市社会福祉協議会による防災の学び）

【非常食体験】
・富谷市及び社会福祉協議会から備蓄非常食の提供を頂く
・3年生は非常食を配食、１，２年生は限りある非常食の受領を体験する
　　※富谷市からは、ライスクッキー280個
　　※社会福祉協議会からは、パン108個、クッキー70個
　　　　　　合計　458個（生徒・教職員　444名）

　　　　　　令和3年９月
　　　　　　成田中学校ささえ隊コーディネーター　増田　恵美子
　　　　　　地域福祉研究所　主宰　本間照雄（成田中ささえ隊アドバイザー）
